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第４回 経 営 協 議 会 記 録

Ⅰ 日 時 平成２４年 ９月２４日（月）１３時３０分～１５時２０分

Ⅱ 場 所 事務局棟５階大会議室

Ⅲ 出席者 高田学長（議長）

石堂，郷，曽我，高橋，林，福水，四方，石川，平塚，井手，野島，竹内の

各委員

陪席者 鈴木監事，森田監事

欠席者 茂原委員

議事に先立ち，経営協議会の成立要件が満たされていることが確認された後，学長から，

前回の議事概要の確認が行われた。

Ⅳ 議事概要

１ 審議事項

（１）学長適任候補者の選考等について

学長から，学長適任候補者については，９月１８日（火）の締切日までに１通の

学長適任候補者推薦（立候補）関係書類の提出があった旨報告があった。次いで，

提出書類に不備があった場合の取扱いについて審議した結果，不備の書類のみ速や

かに再提出させること及び誤字・脱字は被推薦人及び推薦人が確認できれば有効と

するなど，弾力的に対応することとされた。この後，提出書類の開封・確認が行わ

れ，開封の結果，１人の学長適任候補者の立候補があった旨報告があり，提出資料

をもとに会議資料を作成するため，本件審議を一時中断し，他の議事を進めること

とされた。

議事の再開後，立候補者による立候補理由の説明があった後，立候補者１人を学

長適任候補者として選出することの可否について単記無記名の投票を行った結果，

高田邦昭氏を学長選考会議に推薦することとされた。

なお，審議の際，推薦（立候補）関係資料の様式について，一部修正が必要であ

る旨の指摘があった。

（２）医学部附属病院再開発について

医学部附属病院の高度診療機能の充実及び南病棟と北病棟間における療養環境の

格差の改善を目的とした再開発計画について資料により説明があり，審議の結果，

原案どおり承認された。

２ 報告事項

（１）平成２３年度収入支出等の状況について

文部科学省へ決算承認手続き中である平成２３年度収入及び支出等の状況につい

て資料により説明があった。

なお，審議の際，次のような意見交換が行われた。（○は学外委員，△は本学の発

言。以下同じ。）
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○：附属病院の収入増の原因は何か。

△：医療スタッフ全員の努力の他，特に診療報酬の改定が主な要因となっており，

在院日数の短縮や高度な手術件数の増加等が要因としてあげられる。

○：国立大学の使命の一つである地域医療に十分な役割を果たしていると評価出来

る。医療を担っている教職員に対する健康管理に十分配慮するとともに，自助

努力によって診療機能の充実及び業務負担軽減のための人員の見直しなども併

せて検討すべきである。

△：医療スタッフの人員管理及び健康管理には十分配慮したい。

△：大学の附属病院は診療機能の外，大学の重要な機能である教育研究の場でもあ

る。本学の附属病院が，特に若い医師にとって魅力的な病院であると思っても

らえるよう，そのような観点から工夫しながら運営していきたい。

（２）給与改定臨時特例法に基づく国家公務員の給与削減と同等の給与削減相当額につい

て

文部科学省から通知のあった平成２５年度予算における給与改定臨時特例法に基

づく国家公務員の給与削減と同等の給与削減相当額について資料により説明があっ

た。また，これに関連して学長から，給与改定臨時特例法に伴う本学の対応に対し，

教育研究評議会において教育学部及び社会情報学部の評議員２名から，コメディカ

ル職員及び附属学校教員を対象とした人材確保手当を新設したように，他の教職員

に対しても人材の流出を防止するため同様の手当が必要との発言があった旨報告が

あった。

（３）国立大学法人運営費交付金（一般会計計上分）の臨時的措置について

９月７日閣議決定された「９月以降の一般会計予算の執行について」に基づく国

立大学法人運営費交付金（一般会計計上分）の交付の留保について，資料により報

告があった。

（４）東日本大震災に伴う入学料及び授業料免除について

東日本大震災における罹災学生に係る入学料及び授業料の免除状況について，資

料により報告があった。

（５）平成２４年度科学研究費助成事業について

平成２４年度科学研究費助成事業の交付内定状況等について，資料により報告が

あった。

なお，報告の際，次のような意見交換が行われた。

○：採択件数及び金額が全体的に増加している中，若手研究（Ｂ）が目立って採択

率が悪いのはなぜか。

○：若手研究者に活躍の場を与えるよう大学として配慮してほしい。

△：現状分析については，研究戦略室のワーキング・グループで解析を進め，採択

率の上昇に繋げたい。

（６）平成２４年度研究事業等の採択状況について

平成１９年度から平成２４年度までの間の外部資金による研究事業等の採択状況

について，資料により報告があった。
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（７）平成２４年度大学教育改革支援プログラム等の採択状況等について

平成２４年度の大学教育改革支援プログラム等の外部資金の採択状況等について，

資料により報告があった。

なお，報告の際，次のような意見交換が行われた。

（８）平成２４年度オープンキャンパスについて

８月４日（土）及び５日（日）に実施した平成２４年度群馬大学オープンキャン

パスの参加状況について，資料により報告があった。なお，今回の参加状況を踏ま

え，次回の実施及び今後の広報活動に反映させることとされた。

（９）その他

広報活動の一環として平成２４年に発行した５種類の資料（①群馬大学概要（平

成２４年度版），②群馬大学案内（２０１３），③群馬大学英文概要（平成２４年度

版），④群馬大学情報誌「ＧＵ’ＤＡＹ」（平成２４年夏号 vol.１５），⑤群大重

粒子倶楽部（第２号））について説明があった。

以 上


